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広報すみた　平成16年12月24日（２）
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「
第
十
八
回
毎
日
カ
ッ
プ
中
学

生
体
力
つ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

有
住
中
学
校
が
最
高
位
の
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

七
年
連
続
受
賞
の
末
に
手
に
し
た

栄
冠
に
、
生
徒
や
教
師
の
み
な
ら

ず
、
父
兄
や
地
域
住
民
も
喜
び
に

沸
い
て
い
ま
す
。
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受賞を報告する松田君、佐々木さん、黄
川田君、佐々木教諭、菊池校長（左から）

ま
し
た
。（
表
１
）
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今
回
の
受
賞
は
、
十
一
月
十
九
日

に
毎
日
新
聞
社
か
ら
内
定
の
電
話
連

絡
を
受
け
、
臨
時
の
生
徒
集
会
を
開

き
生
徒
に
報
告
。
喜
び
に
沸
く
生
徒

の
中
に
は
感
極
ま
っ
て
涙
す
る
姿
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
十
二
月
四
日
、
毎
日
新

聞
東
京
本
社
で
行
わ
れ
、
六
日
に
は

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
た
三

年
の
黄
川
田
翔
君
と
佐
々
木
愛
美
さ

ん
、
二
年
の
松
田
光
雲
君
、
菊
池
宏

校
長
、
佐
々
木
裕
子
教
諭
が
多
田
町

長
に
受
賞
を
報
告
。「
先
輩
た
ち
か
ら

引
き
継
い
だ
全
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

大
変
だ
っ
た
が
、
授
賞
式
で
は
そ
の

満
足
感
と
達
成
感
が
こ
み
あ
げ
て
き

た
」
と
喜
び
の
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
多
田
町
長
は
「
先
輩
や

先
生
、
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
、
今

後
も
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　�
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�
�
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�
�

　

前
生
徒
会
執
行
部
の
黄
川
田
君
と

佐
々
木
さ
ん
は
「
後
輩
た
ち
も
受
け

継
ぐ
意
思
を
示
し
た
。
全
校
生
徒
一

丸
と
な
っ
て
、
二
連
覇
を
狙
え
る
よ

う
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
、
現
生
徒
会
長
の
松

田
君
ら
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

優良賞第12回（平成10年）

第一学習社賞第13回（平成11年）

特別賞第14回（平成12年）

毎日新聞社賞第15回（平成13年）

日本中学校体育連盟賞第16回（平成14年）

特別奨励賞第17回（平成15年）

��������	第18回（平成16年）

���―過去の受賞歴

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
日
新
聞
社

と
毎
日
中
学
生
新
聞
が
主
催
、
文
部

科
学
省
、
日
本
中
体
連
な
ど
が
後
援

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
全
国
か
ら
三
千
六
百
七
十
二
校
が

参
加
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
実

施
要
領
に
基
づ
く
体
力
テ
ス
ト
の
記

録
か
ら
、
体
力
・
健
康
づ
く
り
の
実

践
を
通
し
て
「
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
」
の
育
成
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る

学
校
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
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�
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同
校
で
は
、
運
動
不
足
な
ど
に
よ

る
肥
満
や
体
調
不
良
に
よ
る
欠
席
や

早
退
な
ど
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
平
成
九
年
に
生
徒
会
を
中
心
と

し
た
全
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
。

そ
れ
ま
で
親
に
車
で
送
り
迎
え
し
て

も
ら
っ
て
い
た
生
徒
が
走
っ
て
通
学

す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
そ
の
取
り

組
み
は
徐
々
に
定
着
し
、
同
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
第
十
二
回（
平
成
十
年
度
）

か
ら
毎
年
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
き

（３）平成16年12月24日　広報すみた
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　始まった当初は、きつい練習
で生徒会でも初めてということ
もあり、不安のなか取り組んだ
のを覚えています。
　受賞は家族からの連絡で知り
ました。関わった人間として、
母校のこの快挙を誇りに思いま
す。当時学んだことが今でも生
きています。後輩たちには仲間
や先生を信じてこれからも受け
継いでいってほしいです。

平
成
十
年
度 
生
徒
会
長

（
現
・
東
北
大
学
経
済
学
部
三
年
）
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���―今年のメニュー

　〈コースメニュー〉
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　〈サーキットメニュー〉
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カエルコース

※月・水・金曜日は週替わり

ゴールを目指す生徒に声援を送る クジラコース

����―肥満傾向の推移

の計算式で求め、20％以上は肥満傾向

は
表
２
の
と
お
り
。「
コ
ー
ス
メ

ニ
ュ
ー
」が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で「
サ
ー

キ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
」
は
そ
の
前
の

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
す
。
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十
二
月
十
三
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

午
後
三
時
十
五
分
、
授
業
を
終
え

た
生
徒
が
半
そ
で
短
パ
ン
姿
で
次
々

と
校
庭
に
姿
を
現
し
ま
す
。

　

こ
の
日
の
内
容
は
「
カ
エ
ル
・
ク

ジ
ラ
コ
ー
ス
」。自
然
の
地
形
を
利
用

し
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
最
も
厳
し

い
と
言
わ
れ
る
往
復
約
一
、
八
六
〇

ｍ
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
終
わ
る

と
全
員
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
校
舎

の
裏
手
を
回
り
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を

通
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
上
有
住
城
址

�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
放
課

後
二
十
分
間
、
全
校
生
徒
参
加
で

行
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
通

称
「
全
ト
レ
」。

　

内
容
は
生
徒
会
執
行
部
が
改
選
さ

れ
る
と
、
旧
執
行
部
が
体
力
の
不
足

し
て
い
る
部
分（
瞬
発
力
、持
久
力
、

柔
軟
性
な
ど
）を
分
析
し
て
翌
年
度

の
メ
ニ
ュ
ー
を
決
定
。
新
執
行
部
に

そ
れ
を�
プ
レ
ゼ
ン
ト�
す
る
の
が
な

ら
わ
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
実
施
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー

山
道
を
下
っ
て
く
る
生
徒
に
声
援
を

送
り
出
迎
え
ま
す
。

　

全
員
が
ゴ
ー
ル
し
整
列
す
る
と
、

こ
の
日
の
代
表
三
人
が
自
分
の
出
来

に
つ
い
て
感
想
を
発
表
し
終
了
。
生

徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の
練
習
に

向
か
い
ま
し
た
。

肥満傾向生徒の割合

に
続
く
山
道

へ
。
歩
く
の

も
容
易
で
な

い
ほ
ど
の
急

な
坂
道
で
す
。

頂
上
に
着
く

と
そ
こ
か
ら

一
気
に
駆
け

下
り
校
庭
の

ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
し

た
生
徒
は

「
ゴ
ー
ゴ
ー

有
住
！
」
と

�
�
�
�
�
�
�

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
競
争
で
は
な
い

が
、
次
第
に
ト
ッ
プ
を
争
う
レ
ー
ス

に
な
る
そ
う
で
す
。
遅
く
て
も
、
自

分
の
タ
イ
ム
更
新
を
目
標
に
し
た
り
、

ま
た
全
ト
レ
無
欠
席
を
目
指
す
生
徒

も
い
る
の
だ
と
か
。
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
に
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
に
参
加
を
強
制
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
「
絶

対
に
無
理
は
す
る
な
」
と
、
入
学
時

か
ら
徹
底
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

各
自
が
目
標
を
持
ち
、
全
員
で
苦

し
さ
を
乗
り
越
え
る
こ
の
全
ト
レ
。

元
気
よ
く
は
き
は
き
し
た
生
徒
を
見

る
と
、
体
力
だ
け
で
な
く
精
神
力
や

礼
儀
正
し
さ
を
も
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。×100

自分の体重－標準体重
肥満度（％）＝

標準体重

※「肥満傾向」とは肥満度を

　調査開始の平成７年度から現在
まで約15％減少しているのがわか
る。長年にわたり、全校で取り組
んできた成果がここに表れている。
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十
一
月
二
十
七
日
、
台
風
並
み
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
が
本
町
を

襲
い
ま
し
た
。
二
人
が
重
軽
傷
を
負
っ
た
ほ
か
、
住
宅
の
損
壊
な
ど
被
害
額
は

二
千
五
百
万
円
ほ
ど
に
上
り
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

�������
������
������

　災害などにより土地や家屋に
大きな被害を受けた場合、申請
により固定資産税の一部の減免
を受けることができます。所定
の申請用紙に必要事項を記入し、
罹災証明書（下を参照）を添えて
町民生活課に提出してください。
　なお、対象は被害にあった固
定資産のみで、納期が未到来の
分に限られます。
�������　町民生活課税
　務係　�46―2113（直通）

����������������

������
������

　保険や固定資産税の減免など
の手続きで証明が必要な場合、
申請により罹災証明書を発行し
ます。申請する場合は、次の点
にご留意ください。
○罹災証明願（※）に必要事項を
記入し総務課に提出してくださ
い。役場で記入される際は印鑑
をご持参ください。
○被害の状況が分かる写真を添
付してください。
○被害の状況により現地確認を
させていただくことがあります。
○被害が屋内の物品の破損など
軽微な場合は証明できないこと
があります。
○発行手数料は200円です。
※様式は総務課に備え付けてあ
るほか町ホームページからもダ
ウンロードできます。
◆問い合わせ先　総務課管理係

�46―2112（直通）

　

こ
の
風
は
二
十
六
日
の
夜
か
ら
勢

力
を
増
し
、
午
後
九
時
五
十
五
分
に

は
沿
岸
南
部
に
暴
風
警
報
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
二
十
七
日
午
後
四
時
二

十
四
分
に
警
報
は
解
除
さ
れ
、
そ
の

間
、
町
内
各
地
で
非
常
に
強
い
風
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
暴
風
に
よ
り
、
飛
ば
さ
れ
た

物
置
小
屋
の
直
撃
を
受
け
た
男
性
一

人
が
重
傷
、
あ
お
ら
れ
た
板
塀
が
頭

△たくさんの善意に感謝します
（写真は上小児童会役員の皆さん）

と
か
ら
、
今
後
の
本
町
の
災
害
な
ど

に
備
え
保
管
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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●義援金
　�����������	
�
�����������	

　必要経費6,778円（物資保
管用箱代など）を差し引いた
1,726,291円を送金しました。
●救援物資
　��������	
�
　毛布や衣類、携帯カイロ、
石鹸など。

　

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
救
援

の
た
め
の
義
援
金
と
救
援
物
資
は
十

二
月
十
日
ま
で
受
け
付
け
、
次
の
と

お
り
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
善
意
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社

新
潟
県
支
部
へ
送
金
し
、
救
援
物
資

は
現
地
で
は
充
足
し
て
い
る
と
の
こ

�
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
物
資
の
数
々

部
に
当
た
っ
た
女
性
一
人
が
軽
傷
を

負
い
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
に
町
職
員
が
町
内
全
域

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
被
害
は
住
宅

や
農
業
施
設
な
ど
八
十
六
件
、
金
額

に
し
て
約
二
千
五
百
四
十
万
円
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
、
２
）

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。被害額

（千円）件数程度種類

7,035７全 壊
住 家 4,460６半 壊

5,15020一部破損
700４一部破損非住家
250２一部破損公 共

17,59539計

��―住宅などの被害

被害額
（千円）件数種　類

3,85046施 設 被 害
4,000１作 物 被 害
7,85047計

��―農業被害

（上）暴風で傾いた電柱＝下寒倉＝
（中）なぎ倒された大木＝小台＝
（下）道路脇に吹きだまりになった
落ち葉＝子飼沢＝

（５）平成16年12月24日　広報すみた
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任
期
満
了
に
伴
う
民
生
・
児
童
委

員
の
委
嘱
状
交
付
式
を
十
二
月
二
日
、

農
林
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
委
嘱
は
新
任
二
十
二
人

（
う
ち
主
任
児
童
委
員
一
人
）、
再
任

十
二
人
（
同
一
人
）
の
計
三
十
四
人

の
方
に
行
い
、
委
員
の
任
期
は
三
年

（
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）。

　

ま
た
、
交
付
式
に
引
き
続
き
開
催

さ
れ
た
町
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
新
会
長
に
瀬

川
冨
雄
さ
ん
＝
日
向
＝
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

委
員
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
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本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
町

政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」。モ
ニ
タ
ー
の
方

の
ご
提
言
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

　
「
協
働
」
に
つ
い
て

�
―
あ
な
た
は
「
協
働
」
に
つ
い
て

ど
の
程
度
ご
存
知
で
す
か
？

知っている
18％

言葉は聞いた
ことがある
46％

知らない
32％

無回答
４％

�
―
あ
な
た
は
「
行
政
と
の
協
働
」

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

取り組んだ
ことがある
29％

機会がない
36％

取り組む気
はない
14％

無回答
21％

�
―
「
協
働
」
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
あ
な
た
が
希
望
す
る
こ
と
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
行
政
に
対
し
て
】

○
メ
リ
ッ
ト
を
計
算
し
数
字
で
効
果

を
住
民
に
知
ら
せ
る

○
簡
単
に
説
明
し
て
ほ
し
い

○
住
民
の
意
見
提
案
に
対
し
て
は
必

ず
回
答
す
る

○
町
民
だ
け
に
負
担
を
増
や
す
よ
う

な
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い

○
町
民
と
行
政
と
が
一
体
と
な
る
場

○
強
制
的
な
参
加
で
は
意
味
が
な
い

【
企
業
に
対
し
て
】

○
不
景
気
で
協
力
ど
こ
ろ
で
な
い
状

況
だ
と
思
う
が
、
協
力
を
お
願
い
し

た
い

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
社
員
を
積

極
的
に
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き

【
町
民
に
対
し
て
】

○
自
分
が
で
き
る
範
囲
の
協
力
を
す

れ
ば
い
い
と
思
う

○
公
民
館
活
動
な
ど
を
通
し
、
積
極

的
に
町
政
に
参
加
す
る

○
協
働
に
つ
い
て
行
政
と
お
互
い
に

勉
強
し
知
る

○
周
り
の
人
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な

い
よ
う
な
昔
の
人
間
関
係

　
　

◆

◆

◆
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総
務
課
行
政
係

　
�
�46
 

―
2
1
1
2
（
直
通
）

グリーンツーリズムの話に聞き入る
参加者

（右から）浦島裕子さん、
佐々木康行さん、佐々
木公一さん
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十
二
月
十
四
日
、
五
葉
地
区
公
民

館
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
創
造
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
Ｇ
・
Ｔ
テ
グ
ム
の
会（
佐
々

木
康
行
代
表
、
会
員
三
人
）
が
十
月

に
開
催
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

モ
デ
ル
ツ
ア
ー
の
様
子
を
報
告
し
、

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
し
て
も

ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
こ
の

日
は
町
民
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
。

　

は
じ
め
に
、
地
元
学
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
、
ロ
ー
カ
ル

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン　

（
東
京
）
事
務

21

局
長
の
浦
島
裕
子
さ
ん
が
登
壇
。「
外

の
風
を
入
れ
な
が
ら
地
域
を
再
認
識

し
て
は
」
と
述
べ
、
全
国
の
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
佐
々
木
代
表
か
ら
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
結
果
が
報
告
さ
れ
る

と
「
今
後
の
計
画
は
」「
地
区
公
民
館

を
宿
泊
場
所
に
し
て
は
」「
夏
場
に
は

魚
の
つ
か
み
取
り
を
さ
せ
て
は
ど
う

か
」
と
い
っ
た
積
極
的
な
質
問
、
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

佐
々
木
代
表
は
「
地
域
の
魅
力
を
さ

ら
に
盛
り
込
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
で
、
次

は
来
年
の
春
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

行
い
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
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広報すみた　平成16年12月24日（６）
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　年末恒例の町歳末たすけあい芸能祭が12月５日、農林会館大
ホールで開催されました。28回目となる今回は、町内の個人や
団体など24組が出演。日ごろ鍛えた歌や踊りなどが披露され、
会場からは盛大な拍手が送られました。
　またロビーではフリーマーケットやバザーが行われたほか、
有中野球部員が商業体験として「百円市」を開くなど、来場者を
楽しませました。

�
今
年
も
す
み
た
荘
民
謡
教
室
の
皆
さ
ん

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

△愛宕婦人部の「花笠音頭」には地域の男性２人も参加

△この日の収益金226,194円は12月13
日、県共同募金住田分会（分会長・多
田町長）に寄付されました

△熊谷 天翔 くん＝小口洞＝の
たかと

踊り「波」。大人顔負けの腕
前に、会場からはこの日一番
の拍手が寄せられました △議会議員による踊りに会場も「ハッスルハッスル！」

�
美
野
マ
ー
ク
さ
ん
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
ス

テ
フ
ァ
ニ
ー
夫
妻
。
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
二
曲
を
披
露

△有中野球部員による商業体験「百円市」
　元気な呼び込みの声が来場者を迎えました

�
衣
類
や
雑
貨
な
ど
豊
富
な
品
揃
え

△盛大な「菓子まき大会」で
締めくくりました

△演目が終わるごとに、会場からは惜
しみない拍手が送られました

△息もぴったり（華の会）

△この日の“おおとり”を務
めた大和田久太郎さん＝田谷
＝の熱唱

（７）平成16年12月24日　広報すみた

　

電
話
や
手
紙
で
だ
ま
し
た
り
、
脅

し
た
り
し
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」が
管
内
で
も
増
加

し
て
い
ま
す
。（
下
の
枠
内
を
参
照
）

残
念
な
こ
と
に
町
内
で
も
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
最
近
の
手
口

や
そ
の
対
策
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

か
ら
か
け
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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「
息
子
さ
ん
の
せ
い
で
親
分
の
車

に
傷
が
つ
い
た
。
修
理
代
を
払
え
」

「
息
子
さ
ん
に
金
を
貸
し
た
が
返
さ

な
い
。
臓
器
を
売
る
か
外
国
に
売
り

飛
ば
す
」
な
ど
と
脅
す
手
口
で
す
。

�
�
�
�

○
電
話
を
切
っ
た
後
、
本
人
の
勤
務

　

先
や
関
係
者
と
連
絡
を
取
り
、
事

　

実
を
確
認
す
る

○
電
話
口
に
本
人
が
出
た
と
き
や
、

　

事
実
が
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、

　

す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報
す
る

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
を
怖
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
犯
罪
者
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
不
安
感
や
恐
怖
心
に
つ
け

こ
む
の
が
狙
い
で
す
。
不
審
に
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
最
寄
の
駐
在

所
か
大
船
渡
地
方
振
興
局
消
費
生
活

相
談
室
（�
�27
 

９
９
１
１
）、
役
場
総

務
課
管
理
係
（�
�46
 

２
１
１
２
）
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ろ
な
役
の
人
物
に
な
り
す
ま
し
、
現

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

�
�
�
�

○
急
を
要
す
る
示
談
金
な
ど
は
な
い

　

の
で
、
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い

○
警
察
官
が
事
故
当
事
者
の
家
族
に

　

示
談
を
勧
め
る
こ
と
は
な
い
。
ま

　

た
、
弁
護
士
や
保
険
会
社
社
員
な

　

ど
が
当
事
者
の
家
族
に
電
話
で
す

　

ぐ
示
談
金
を
振
り
込
む
よ
う
要
求

　

す
る
こ
と
は
な
い

○
警
察
官
や
弁
護
士
の
場
合
、
相
手

　

の
所
属
す
る
警
察
署
や
弁
護
士
事

　

務
所
を
聞
き
、
い
っ
た
ん
電
話
を

　

切
っ
て
か
ら
か
け
直
す
。
そ
の
際

　

は
相
手
か
ら
聞
い
た
番
号
で
は
な

　

く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
番
号
案
内
（
一
〇

　

四
番
）
な
ど
で
番
号
を
確
認
し
て
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が
あ
り
ま
す
の
で
、
見
知
ら
ぬ
発
信

元
か
ら
の
メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
た
ア

ド
レ
ス
に
は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

　

利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
無

視
し
て
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
裁

判
所
か
ら
の
通
知
が
届
い
た
場
合
は
、

無
視
せ
ず
警
察
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
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「
事
故
を
起
こ
し
て
示
談
金
が
必

要
に
な
っ
た
」「
彼
女
を
妊
娠
さ
せ
て

し
ま
い
中
絶
手
術
の
費
用
が
必
要
」

な
ど
と
だ
ま
す
手
口
で
す
。

�
�
�
�

○
先
に
相
手
に
名
乗
ら
せ
る

○
家
族
の
名
前
や
住
所
を
言
わ
せ
る

○
電
話
を
切
っ
た
後
、
本
人
や
家
族

　

な
ど
に
連
絡
し
事
実
を
確
認
す
る

�
�
�
�
�
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�
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�
�

　
「
ご
主
人
が
逮
捕
さ
れ
警
察
に
来

て
い
る
。
示
談
金
を
払
え
ば
す
ぐ
帰

し
ま
す
」
な
ど
と
、
警
察
官
や
弁
護

士
、
保
険
会
社
社
員
な
ど
、
い
ろ
い

　

使
っ
た
覚
え
の
な
い
有
料
番
組
の

情
報
料
な
ど
を
ハ
ガ
キ
や
封
書
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
請
求
す
る
も
の
で
す
。

　

最
近
は
、
携
帯
電
話
の
番
号
だ
け

を
記
載
し
、
そ
こ
に
電
話
し
た
際
に

口
座
を
指
定
し
て
振
り
込
ま
せ
る
方

法
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携

帯
電
話
の
迷
惑
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ

た
ア
ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け

で
高
額
な
入
会
金
を
請
求
す
る
事
案

（
※
）も
み
ら
れ
る
な
ど
、
手
口
が
一

段
と
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
法
律
上
有
効
な
契
約
に
な
る
場
合

※
最
近
は
、
市
町
村
職
員
や
日
本
赤

十
字
社
な
ど
を
か
た
り
、
新
潟
県
中

越
地
震
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
を

装
っ
て
現
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す

る
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆�����������	
�����緊急時 あわてず あせらず 110番　◆　安心の 相談ダイヤル ＃9110　◆
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平成16年11月末現在
大船渡警察署調べ

　

今
回
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
商
品

（
環
境
に
配
慮
し
、適
正
に
管
理
さ

れ
た
森
林
の
林
産
物
で
で
き
た
商

品
）
の
う
ち
、
大
股
自
治
公
民
館

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
住
田
住
宅
産
業
㈱

（
佐
々
木
一
彦
社
長
）
が
設
計
・
施

工
し
た
も
の
で
、
同
館
が
気
仙
管

内
で
は
第
一
号
の
認
証
材
を
利
用

し
た
家
屋
で
す
。
認
証
材
は
建
具

の
一
部
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。外観館内の様子とロゴマーク（左下）

��



広報すみた　平成1６年12月24日（８）
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す
み
た
荘
（
小
松
久
平
施
設
長
）

の
入
所
者
に
気
持
ち
よ
く
年
を
越
し

て
も
ら
お
う
と
、
町
内
の
二
つ
の
団

体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

十
二
月
十
二
日
に
は
町
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
（
紺
野
チ
エ
子
会
長
）

が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。
同
会
で
は
年
三
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
日
は
大
股
、
下
有
住
両
地
区
の

婦
人
二
十
九
人
が
同
施
設
を
訪
れ
勤

労
奉
仕
に
汗
し
ま
し
た
。
水
拭
き
し

た
後
、
丁
寧
に
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
る

と
床
は
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
、
小
松
施

設
長
は
「
職
員
だ
け
で
は
な
か
な
か

手
が
回
ら
ず
、
と
て
も
あ
り
が
た
い

で
す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
十
三
日
に
は
理
容
・
美
容
組

合
気
仙
支
部
住
田
地
区
（
中
舘
健
二

代
表
）
が
同
施
設
に�
臨
時
開
店�

し
、
散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
同
施
設
の
開
所
以
来
、
毎

年
お
盆
と
お
正
月
前
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
こ
の
日
は
会
員
十
二
人
が

同
施
設
を
訪
問
。
開
始
と
同
時
に
順

番
待
ち
の
列
が
出
来
る
人
気
ぶ
り
で

し
た
が
、
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
散
髪

や
顔
毛
そ
り
を
し
ま
し
た
。

　

手
際
よ
く
仕
上
げ
「
終
わ
り
ま
し

た
よ
」
と
声
を
か
け
る
と
、
入
所
者

は
皆
に
っ
こ
り
と
笑
み
を
浮
か
べ
、

す
っ
き
り
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

��������	

　

十
二
月
十
七
日
、
世
田
米
高
齢
者

教
室
第
六
回
学
習
会
を
農
林
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
世
田
米
小

学
校
三
年
生
の
児
童
と
の
世
代
間
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
地
域
に
伝
わ
る
郷
土

芸
能
に
つ
い
て
お
年
寄
り
に
質
問
し

理
解
を
深
め
る
と
、
縄
な
い
に
挑
戦
。

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
受
け
な
が

ら
な
っ
て
い
き
、
時
間
切
れ
に
な
る

と
児
童
た
ち
は
縄
を
持
ち
上
げ
出
来

ば
え
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
た
ち
は
参
加
者
の
及

川
明
さ
ん
＝
小
府
金
＝
か
ら
ワ
ラ
草

履
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
喜
ぶ
姿
に

お
年
寄
り
は
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

第
九
回
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
十
二
月
十
九
日
、
農
林
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
十
三
人
が
参
加
し
、
講

師
に
菅
野
義
一
さ
ん
＝
窪
田
＝
を
招

い
て
正
月
用
の
門
松
作
り
を
学
び
ま

し
た
。

　

空
き
缶
と
わ
ら
を
使
っ
て
土
台
を

作
る
と
、
そ
こ
に
土
を
入
れ
竹
と
松

の
枝
な
ど
で
飾
り
つ
け
完
成
。
大
き

さ
は
現
代
の
住
宅
事
情
に
合
っ
た
小

さ
め
の
も
の
。
参
加
者
は
菅
野
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
懸
命
に
作
り
上
げ
る
と
、
皆
自
分

の
作
品
に
満
足
し
た
表
情
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

�
床
掃
除
に
励
む
町
婦
協
の
皆
さ
ん

�
さ
っ
ぱ
り
し
た
様
子
で
す

��������	


お年寄りの手ほどきを受け縄をなう児童たち

門
松
作
り
を
学
ぶ
参
加
者

（９）平成１６年12月24日　広報すみた
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冬
の
到
来
が
遅
れ
て
い
る
せ
い

で
し
ょ
う
か
。
上
有
住
中
沢
の
紺

野
昭
四
郎
さ
ん
宅
で
は
春
の
到
来

を
告
げ
る
福
寿
草
が
、
ま
た
上
有

住
船
作
で
は
例
年
四
月
下
旬
か
ら

五
月
上
旬
に
か
け
て
咲
い
て
い
る

と
い
う
山
吹
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
十

二
月
に
開
花
し
ま
し
た
。

　

季
節
外
れ
の
開
花
に
、
付
近
の

住
民
は
「
冬
の
寒
さ
が
来
な
い
か

ら
春
と
勘
違
い
し
て
花
を
開
か
せ

た
の
か
な
ぁ
」
と
驚
い
た
表
情
で

語
っ
て
い
ま
し
た
。

開花した福寿草（上）
と山吹（左）

�������
�����

　

十
一
月
二
十
八
日
、
国
道
３
９
７

号
改
良
工
事
に
よ
り
移
転
改
築
し
た

大
股
自
治
公
民
館（
菊
池
和
夫
館
長
）

の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
は
木
造
平
屋
建
て
で
、
約
百

二
十
平
方
㍍
の
広
さ
。
総
工
費
は
約

一
千
七
百
万
円
。
地
域
の
高
齢
化
に

配
慮
し
段
差
を
少
な
く
す
る
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
地
区
民
や
関
係
者
な
ど

約
五
十
人
が
出
席
。
玄
関
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
館
内
で
式
典
を

挙
行
し
ま
し
た
。
工
事
協
力
者
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
完
成
を
祝
う
と
と
も
に
今
後

の
地
域
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

�����
�����

懸命に綱を引く選手に「負げねぇで引っ張れ～」

　

町
綱
引
協
会（
金
野
純
一
会
長
）

と
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

（
菅
野
憲
教
育
長
・
会
長
）
が
共
催

す
る
町
長
杯
第
五
回
地
区
対
抗
綱

引
大
会
が
十
二
月
十
一
日
、
下
有

住
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
競
技
で
は
負
け
じ
と
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
綱
を
引
く
選
手
に

周
囲
か
ら
は
盛
ん
な
声
援
が
飛
び

交
い
、
会
場
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

す
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
大
会

は
新
切
チ
ー
ム
が
終
始
安
定
し
た

力
を
発
揮
し
見
事
優
勝
、
五
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

①
新
切
②
曙
③
下
在
④
愛
宕
⑤
天

嶽
⑥
外
舘
⑦
月
山

　

※
新
切
▽
監
督
＝
佐
藤
良
一
▽

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
＝
吉
田
純
悦
▽
選

手
＝
吉
田
正
平
、
吉
田
久
美
子
、

鈴
木
直
志
、
鈴
木
悠
、
紺
野
直
記
、

紺
野
洋
子
、
佐
藤
麻
由
美
、
佐
藤

光
男

　

な
お
、
こ
の
大
会
の
結
果
を

も
っ
て
今
年
の
す
み
た
ス
ポ
ー
ツ

ラ
リ
ー
の
順
位
が
確
定
し
ま
し
た
。

三
位
ま
で
は
次
の
と
お
り
。

①
愛
宕
（
二
九
〇
点
）
②
天
嶽
（
二

七
五
点
）
③
下
在
（
二
七
〇
点
）

※
全
チ
ー
ム
の
結
果
は
来
月
号
に

掲
載
予
定

落成を祝う地区民ら

ス
ポ
ー
ツ
ラ
リ
ー
の
順
位
決
定
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を
重
視
し
、「
運
動
指
導
士
」
や
「
健

康
運
動
実
践
指
導
者
」
の
養
成
、
地

域
で
運
動
を
実
践
す
る
「
運
動
普
及

推
進
員
」
の
養
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
▽
健
康
の
道
づ
く
り
事

業
▽
体
力
ア
ッ
プ
教
室
▽
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

―
な
ど

を
実
施
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
運

動
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
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「
運
動
の
効
果
」
に
は
、
三
つ
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

①
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
（
肥

満
、糖
尿
病
、心
臓
病
、動
脈
硬
化
、高

血
圧
な
ど
）

②
骨
や
筋
力
の
維
持
向
上
に
よ
る
介

護
予
防
、
転
倒
防
止

③
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
で
す
。

　

食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
体
を
動

か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
現
代
、

摂
取
カ
ロ
リ
ー
と
消
費
カ
ロ
リ
ー
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
運
動
（
身

体
活
動
の
維
持
向
上
、
運
動
不
足
の

解
消
）
や
、
加
齢
の
た
め
に
生
じ
る

身
体
の
機
能
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
運

動
（
介
護
予
防
、
転
倒
防
止
）
を
、

誰
も
が
意
識
的
に
実
践
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

���
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健
康
づ
く
り
の
た
め
の
三
本
柱
と

し
て
「
栄
養
・
運
動
・
休
養
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
移

動
手
段
の
発
達
や
労
働
の
機
械
化
な

ど
に
よ
り
、
簡
単
で
便
利
な
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飽
食
の
時
代

に
な
り
、
近
年
ま
す
ま
す
「
運
動
」

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
も
「
健
康
の
た
め
の
運
動
」

ウォーキングしている風景

����������
����������
����������
����������
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町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
七
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
十
三
の
案
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
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会
計
ご
と
の
補
正
予
算
は
表
１
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
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��―会計ごとの補正予算額（千円以下切捨て） ▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

高
橋
ユ
ウ
子
さ
ん（
六
〇

）＝
大
畑
＝

を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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��―特別職の月額報酬など（単位：千円）

▼
住
田
町
に
収
入
役
を
置
か
な
い
条
例

▼
住
田
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

収
入
役
を
廃
止
し
、
そ
の
事
務
を

助
役
が
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
長
部
局
に
出
納
室
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅

　

費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

表
２
の
と
お
り
月
額
報
酬
な
ど
を

減
額
し
ま
し
た
。

▼
道
路
法
等
の
適
用
を
受
け
な
い
公

　

共
用
財
産
の
管
理
に
関
す
る
条
例

　

国
か
ら
譲

渡
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
「
赤

線
」「
青
線
」

の
管
理
方
法

な
ど
に
つ
い

て
定
め
ま
し

た
。

▼
住
田
町
学

校
給
食
共
同

調
理
場
設
置

条
例
の
一
部

を
改
正
す
る

条
例

　

移
転
改
築
に
伴
い
名
称
と
位
置
を

改
め
、
名
称
は
「
住
田
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
」
と
し
ま
し
た
。

　
「
住
田
町
の
畜
産
農
家
を
守
る
た

め
の
助
成
依
頼
に
つ
い
て
」
な
ど
請

願
三
件
と
陳
情
一
件
を
採
択
、
請
願

一
件
を
不
採
択
、
請
願
一
件
と
陳
情

一
件
を
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
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平
成
十
三
年
七
月
に
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
ゆ
り
の
会
」
が

発
足
し
、
現
在
八
十
四
人
の
会
員
を

中
心
に
普
及
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
▽
温
泉
を
活
用
し
た

健
康
教
室
事
業
（
国
保
連
実
施
）
▽

「
健
康
の
道
」ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
▽
体
力

測
定
▽
冬
場
の
健
康
教
室（
太
極
拳
）

―
な
ど
計
十
五
回
の
教
室
を
開
催

し
、
毎
回
二
十
人
ほ
ど
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
健
康
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ
て
、

本
町
で
も
昼
夜
を
問
わ
ず
、
近
所
の

友
人
や
仲
間
を
誘
い
合
っ
て
ウ
ォ
ー

�
�
�
�
�
�
�

キ
ン
グ
し
て
い
る
風
景
を
目
に
し
ま

す
。
こ
れ
も
「
健
康
の
た
め
の
運
動

の
必
要
性
」
が
浸
透
し
て
き
て
い
る

成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
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田
町
長
ら
が
自
宅
を
訪
れ
伝
達
式
を

行
い
ま
し
た
。
千
葉
議
長
や
親
族
ら

が
見
守
る
中
、
多
田
町
長
が
妻
・
和

枝
さ
ん
に
勲
記
と
勲
章
を
伝
達
し
ま

し
た
。

　

山
内
氏
は
県
内
の
公
立
学
校
で
教

員
を
務
め
た
後
、
平
成
三
年
か
ら
町

議
と
な
り
、
教
育
厚
生
常
任
委
員
長
、

監
査
委
員
、
副
議
長
を
歴
任
。
十
五

年
十
月
か
ら
今
年
六
月
ま
で
議
長
を

務
め
ま
し
た
。
十
六
年
あ
ま
り
に
わ

た
り
、
本
町
の
地
方
自
治
の
発
展
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
十
二
月
二
十
日
に
は
、
和
枝

さ
ん
と
親
族
ら
が
町
長
室
を
訪
れ
、

地
域
の
福
祉
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
町
に
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
故
人
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ご
好
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
が
提
言
し
て
い
る
中
高
一
貫

教
育
校
設
置
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
十
一
月
二
十
六
日
、
県
教
委
の
佐

藤
勝
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
多
田
町
長
、
水
沼
教
育

委
員
長
、
菅
野
教
育
長
ら
が
県
庁
を

訪
れ
佐
藤
教
育
長
に
手
渡
す
と
多
田

町
長
が
「
県
教
委
が
進
め
て
い
る
高

校
再
編
に
は
な
い
、
中
学
校
を
含
め
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町
で
は
種
山
ヶ
原
の
多
様
な
森
林

空
間
を
利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
中
核
と
し
て
種
山
ヶ
原
体

験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
遊
林
ラ

ン
ド
」）
を
設
置
し
、
そ
の
運
営
業
務

を
住
田
観
光
開
発
㈱
（
以
下
「
観
光

開
発
」）
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
決
算
額
で
遊
林
ラ

����

○町民１人当たりの負担額
　　10,579千円÷7,212人≒1,500円

ン
ド
の
運
営
に
要
し
た
経
費
は
約
五

千
八
百
万
円
（
表
１
）
で
、
こ
こ
か

ら
収
入
約
四
千
三
百
万
円
（
表
２
）

を
引
い
た
金
額
の
う
ち
、
町
が
負
担

し
た
の
は
約
千
百
万
円
で
し
た
。
こ

れ
は
町
民
一
人
当
た
り
約
千
五
百
円

を
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
観
光
開
発
は
約
四
百
万
円
を
負

担
し
ま
し
た
。（
表
３
）
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五
回
目
の
今
回
は
「
種
山
ヶ
原
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（「
遊
林
ラ
ン
ド
種
山
」）

の
運
営
に
か
か
る
収
支
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��
�
�
�
�

　

昨
年
度
、
一
年
間
で
遊
林
ラ
ン
ド

を
利
用
し
た
方
は
延
べ
六
万
四
千
七

百
六
十
九
人
で
す
。
利
用
者
一
人
当

た
り
に
か
か
っ
た
経
費
は
約
九
百
円

で
、
こ
の
う
ち
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ
い
た
の
は
約
三
百
円

で
、
町
は
約
四
百
円
、
観
光
開
発
は

約
二
百
円
を
負
担
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
で
ご
利
用
い

た
だ
き
、
冬
を
暖
か
く
過
ご
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

勲記を手にする妻・和枝さん

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

た
『
縦
の
改
革
』
に
な
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
次
代
を
担
う
人
材
育

成
を
考
え
て
の
提
言
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
検
討
を
」
と
述

べ
ま
し
た
。
佐
藤
教
育
長
は
「
新
し

い
形
の
学
校
が
注
目
さ
れ
る
中
、
貴

重
な
提
言
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

た
だ
、
県
内
で
も
初
と
な
る
県
立
中

高
一
貫
教
育
校
の
設
置
に
は
県
民
の

合
意
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
ど
こ
に
ど
ん

な
形
が
望
ま
し
い
の
か
検
討
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

今
年
十
月
に
亡
く
な
っ
た
山
内
茂

前
議
長
が
地
方
自
治
功
労
で
旭
日
單

光
章
を
受
章
し
、
十
二
月
五
日
に
多
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��―収入 （単位：千円）
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��―負担額 （単位：千円）
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広報すみた　平成16年12月24日（１２）
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「
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
い
…
と

い
う
思
い
で
し
た
が
、
う
れ
し

か
っ
た
」
と
語
る
の
は
水
野
さ
つ

き
さ
ん
。
今
年
の
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
県
審
査
会
の
中
学
生

の
部
で
、
県
内
市
町
村
選
管
の
一

次
審
査
を
通
過
し
た
九
十
四
作
品

の
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
明
る
い
選
挙
の
推
進
や

選
挙
に
対
す
る
意
識
の
か
ん
養
を

目
的
に
、
都
道
府
県
選
管
連
な
ど

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

十
一
月
二
十
五
日
に
県
庁
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、佐
々
木
正
太
郎
・

県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
か

ら
賞
状
と
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
る

と
水
野
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
な
声
で
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

作
品
の
出
来
ば
え
に
つ
い
て
は

「
色
使
い
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。最

優
秀
賞
だ
っ
た
の
で
百
点
満
点
で

す
」
と
満
足
そ
う
な
表
情
で
語
っ

て
い
ま
し
た
。
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▽水野さんの作品
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今
年
は
個
人
作
品
、
家
族
合
作
合

わ
せ
て
二
百
八
十
五
作
品
（
う
ち
小

学
校
二
百
七
十
、
中
学
校
十
五
）
が

出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
次
の
と
お

り
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

〈
氏
名（
学
校
学
年
）作
品
名
の
順
〉

◆
個
人
作
品
▽
ア
イ
デ
ア
賞
＝
菊
池
有

美（
下
小
③
）え
ん
ぴ
つ
立
て
、
皆
川
優

美（
上
小
③
）女
の
子
の
ペ
ン
立
て
、
菅

崎
忠
浩（
世
小
⑤
）ジ
ャ
ン
ボ
貯
金
箱
▽

オ
リ
ジ
ナ
ル
賞
＝
佐
々
木
敦
嗣（
世
小

④
）ブ
ッ
ク
会
社
、佐
藤
剛（
世
小
⑤
）木

の
車
▽
夏
休
み
賞
＝
斉
藤
拓（
上
小
③
）

ぼ
く
の
カ
ブ
ト
ム
シ
、熊
谷
恵
介（
上
小

⑤
）い
か
だ
▽
作
品
賞
＝
吉
家
芳
明（
世

中
①
）ハ
ン
デ
ィ
ラ
ッ
ク
、佐
々
木
幸
平

（
有
中
③
）ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
▽
技
術
賞
＝

紺
野
拡
賢（
下
小
③
）む
し
か
ご
、
横
澤

裕
太
郎（
世
小
⑥
）ル
ー
ム
プ
レ
ー
ト
、

佐
々
木
一（
世
小
⑥
）プ
ラ
ン
タ
ー
、
水

野
孝
洋（
有
中
③
）ガ
ー
デ
ン
ベ
ン
チ
▽

技
巧
賞
＝
荒
木
拓
磨（
世
中
①
）ハ
ン

デ
ィ
ラ
ッ
ク
、
伊
藤
史
洋（
有
中
③
）神

社
（
一
間
社
流
れ
作
り
堂
宮
工
法
）
▽

努
力
賞
＝
佐
々
木
俊
洋（
上
小
④
）ぼ
く

の
ひ
こ
う
き
、
高
橋
亮
一（
世
小
⑥
）ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、
木
村
孝
秀（
上
小
⑥
）

机
、
水
野
孝
洋（
有
中
③
）ガ
ー
デ
ン
ベ

ン
チ

◆
家
族
・
き
ょ
う
だ
い
合
作
▽
ア
イ
デ

ア
賞
＝
佐
藤
和
真（
世
小
②
）こ
ろ
こ
ろ

時
計
、
藤
村
岳
史（
上
小
②
）お
に
や
ん

ま
、
深
澤
さ
や
か（
世
小
③
）ロ
ー
リ
ン

グ
じ
ー
さ
ん
、
佐
々
木
優
太（
下
小
③
）

き
ょ
う
り
ゅ
う
と
と
か
げ
、
岩
城
直
俊

（
世
小
⑤
）ふ
く
ろ
う
、菊
池
真
理
絵（
世

小
⑤
）飛
び
た
つ
カ
モ
▽
オ
リ
ジ
ナ
ル

賞
＝
佐
藤
俊
一（
世
小
②
）あ
り
の
マ
ン

シ
ョ
ン
、
小
野
健（
上
小
③
）い
す
、
佐

藤
大
地（
下
小
⑤
）巣
箱
、菊
池
有
記（
上

小
⑤
）木
の
時
間
わ
り
表
▽
夏
休
み
賞

＝
佐
々
木
颯（
上
小
②
）か
ぶ
と
虫
の

シ
ー
ソ
ー
バ
ト
ル
、水
野
眞
一
郎（
上
小

②
）よ
ろ
い
か
ぶ
と
、紺
野
大（
世
小
③
）

森
の
中
の
せ
み
、
水
野
あ
ゆ
き（
上
小

④
）竹
琴
、大
和
田
承
紀（
世
小
⑥
）城
▽

家
族
・
き
ょ
う
だ
い
連
携
賞
＝
佐
々
木

施
那（
下
小
①
）ト
レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
、

畠
山
勇
助（
上
小
②
）森
の
ポ
ス
ト
、
泉

田
千
寿（
世
小
④
）私
の
う
え
き
ば
ち
入

れ
、
鈴
木
美
裕（
世
小
⑥
）五
本
足
の
イ

ス
、
山
田
健（
上
小
⑥
）海
ぞ
く
船
・
筆

立
て
・
昔
の
水
筒
▽
作
品
賞
＝
佐
々
木

健
斗（
世
小
②
）キ
ャ
プ
テ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

パ
ー
ル
号
、
菊
池
太
郎（
世
小
④
）な
ん

で
も
入
れ
、
佐
藤
亜
弥
佳（
上
小
③
）本

だ
な
、
村
上
一
樹（
世
小
⑤
）プ
ラ
ン

タ
ー
台
、
神
田
竣
平（
世
小
⑤
）万
能
い

す
、
深
野
輝（
上
小
⑥
）本
だ
な

◆
一
般
審
査
の
部
▽
特
別
賞
＝
伊
藤
史

洋

　

第
四
十
八
回
気
仙
一
周
駅
伝
競
走

大
会
は
十
二
月
五
日
、
陸
前
高
田
市

高
田
町
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
高
校
の
部
で
住
田
高
校
が

初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
野
球
部
員
二
人
の

�
助
っ
人�
を
加
え
チ
ー
ム
を
編
成
し

ま
し
た
。
大
会
は
遠
野
高
校
と
同
校

の
二
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
一
騎
打
ち
。

六
区
間
中
、
五
区
間
で
最
高
記
録
を

出
し
三
時
間
三
十
分
四
十
四
秒
と
、

二
位
に
二
十
分
ほ
ど
の
差
を
つ
け
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
部
長
の
菅
野 
輝 てる

 
哉 
さ
ん
（
二
年
）
は
「
一
年
生
中
心

やの
チ
ー
ム
で
し
た
が
優
勝
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
喜
び
の
表
情
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
の
は
次
の
六
選
手

▽
一
区
＝
片
山 
敬  
済 （
一
年
・
三
陸

た
か 
ず
み

町
）▽
二
区
＝
佐
々
木
翔
太（
一
年
・

小
府
金
）▽
三
区
＝
紺
野
友
希（
一

年
・
深
渡
）▽
四
区
＝
野
呂
一
真（
一

年
・
田
畑
）▽
五
区
＝
村
上
太（
三
年
・

気
仙
町
）▽
六
区
＝
藤
井
康（
一
年
・

別
当
）

住高チームの選手たち

（１３）平成16年12月24日　広報すみた

�������　中央公民館図書室
　�46―2111（内線333）

●しろいやみのはてで
　―あらしのよるに 特別編
きむらゆういち・作／あべ弘士・絵

●本の読み聞かせ会
　来年１月は
　���������������　です
　お気軽にご参加ください

中央公民館

　「あらしのよる
に」シリーズ10周
年記念。おおかみ
のガブとヤギのメ
イ。５ヶ月間の友
情の真実が、胸に
せつなくひびきま
す。

●高橋尚子 失われた夏
黒井　克行

　東京国際の謎の
失速により、アテ
ネという夏を失っ
た高橋尚子。群雄
割拠の戦国時代と
化した女子マラソ
ン界での高橋尚子
復活の可能性を探
る。

●荒蝦夷（あらえみし）
熊谷　達也

　８世紀の陸奥で大
和朝廷に敢然と牙を
むいた荒蝦夷、呰麻
呂（あざまろ）とは
何者か。いま蘇る古
代東北歴史ロマン。
直木賞・山本賞ダブ
ル受賞作家の作品。

����

����

��� だより

�������

保健福祉課福祉係�46―3862（直通）
世田米保育園　　�46―3049
有住保育園　　　�48―2704

�����

　町内に居住する児童の保護者と
同居の家族が、次のいずれかによ
り児童を保育できない場合。
①家庭外で仕事をしている
②家庭内で日常の家事以外の仕事
　をしている
③親がいない
④出産前後や病気、けが、心身に
　障害がある
⑤長期の病気やけが、心身に障害
　のある同居の家族がいて、常に
　その看護、介護にあたっている
⑥災害復旧にあたっている
⑦就学・求職中である
�����

　入園申込書、保育できない状況
を確認できる書類（就労証明書、
源泉徴収票、診断書、母子手帳の
写しなど）
����

　児童と同一世帯で、生計を同じ
くしている扶養義務者すべての課
税額の合計で決定します。
���������

　平成17年１月21日（金）
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　新しい産業別最低賃
金が右の表のとおり決
定しました。
�������

　岩手労働局
　�019―604―3008
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　国民年金法等の一部を改正する法
律が今年10月から施行され、年金制
度の一部が改正されることになりま
したが、次の点にご留意ください。
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　厚生年金の保険料は10月から
0.354％引き上げられましたが、国
民年金の保険料は平成17年３月分
までこれまでどおりです。
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　国民年金または厚生年金保険の老
齢年金などの年金額は、今回のそれ
ぞれ新しい年金額に改定され、給付
されることになりましたが、平成16
年10月分から平成17年３月分まで
の老齢年金などは、特例措置により
変更はありません。
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　岩手社会保険事務局
　�019―621―5500
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���　平成17年１月16日（日）8:30～12:00
���　農林会館大ホール
���　○住田高校吹奏楽部による演奏
　　　　○地域づくりの発表
　　　　　　世田米・大股・下有住・上有住・五葉
　　　　　　各地区の地域づくり取り組み状況の紹介
　　　　○各種表彰

�������　教育委員会生涯学習係　�46―3863（直通）

大会テーマ
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広報すみた　平成16年12月24日（１４）
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　率は50％です。今後は河川切替、
　舗装工事を行い、３月ころ完了
　予定です。
②国道397号高屋敷工区は、遺跡調
　査と用地補償交渉を進めています。
③国道340号川口地区の道路改良
　工事は、管渠工事を実施中、進
　ちょく率は40％です。今後は側
　溝工事、舗装工事を行い、３月
　ころに完了予定です。また、平
　渡橋の桁を製作中で、４月ころ
　から架設予定です。
④県道釜石住田線中埣地区の道路
　改良工事は11月で完了しました。
◆交通安全施設（歩道）整備事業
　国道340号葉山地区の歩道設置
工事はブロック積工事を実施中、
進ちょく率は90％です。今後は舗
装工事を行い、12月ころ完了予定
です。
◆急傾斜地崩壊対策事業
　大崎地区の工事は土止柵工事を
行い、進ちょく率は80％です。今
後は法枠工を行い、２月ころ完了
予定です。
◆公共下水道整備事業
　世田米浄化センターで汚水処理
に伴い生成される汚泥を適正に処
理するための汚泥脱水装置設置工
事は９月に完了しました。
�������　大船渡地方振興
　局土木部　�27―9919

　これからの季節、着雪などが原
因で電線に被害があると、感電事
故が発生する場合がありますので、
次のことに注意をお願いします。
①切れた電線や電線への倒木を見
　つけたら、電線には触らず東北
　電力に連絡してください。
②電線の近くで建設工事や伐採作
　業を行う場合は、東北電力に相
　談してください。
�������　東北電力コール
　センター　�0120―175―466

　精神障害者が自立した生活を送
るための作業所で利用できる素材
の情報を集めています。

　今年７月から、救急救命士が救
急現場や搬送途中の傷病者に対し、
気道を確保するための気管チュー
ブを挿入することが認められ、病
院実習が各地で行われています。
　本町でも住田分署職員が病院で
実習を行いますが、実習には患者
の同意が必要です。救急救命士が
町民の命を守る技術を身につける
ためのこの実習に、皆さまのご理
解とご協力をお願いします。
�������

　住田分署　�46―2119

　パソコンによる簿記の講習会を
次のとおり開催します。
���������	
���


��������	

����　平成17年２月３日（木）
　４日（金）両日とも13:00～16:00
����　生活改善センター研修室
��������	
��
���

����　平成17年２月８日（火）
　10日（木）、15日（火）、17日（木）
　いずれも19:00～21:00
����　生活改善センター研修室
※農業者であればどなたでも受講
できますが、パソコンの台数に限
りがありますのでお早めにお申し
込みください
◆��������	
�　産業振興
　課農業振興係�46―3861（直通）

　11月末日現在の状況は次のとお
りです。
◆道路整備事業
①国道107号小股地区の道路改良
　工事は、右折レーン設置のため
　の切土工事を実施中、進ちょく

　自然の物や廃材、以前は利用さ
れていたのに今はあまり利用され
ていないもの、ちょっとの工夫で
再利用できそうな物など、ご存知
の情報をお知らせください。
�������　大船渡保健所福
　祉課　�27―9913

��������

������

①１月21日（金）、２月19日（土）
�介護のポイント�痴呆性高齢者
の理解と対応�家庭でできるリハ
ビリ�介護の実際１（排泄関係）
②１月22日（土）、２月18日（金）
�介護の実際２（清潔関係）�楽
しい食事（作り方のポイント）�
口腔衛生�福祉用具の使い方
※上靴をご持参ください
����　9:30～15:30
���������	
�

����　２月５日（土）
　　　　　13:00～16:00
����　介護の心得、車イス介
助、身体の動かし方、介護の実際
（入浴・排泄介助）ほか
※上靴をご持参ください
◆それぞれ実施日の１週間前まで
にお申し込みください
�������　県立福祉の里セ
　ンター　�26―1717

����　平成17年１月23日（日）
　　　　　10:00～14:00
����　鷹生ダム建設事務所
　（大船渡市赤崎町）
����　�無農薬野菜やどべっ
こ、けんちん汁などの販売�こど
もアニメ劇場�骨密度・体力測定
�木工品や陶芸の展示　など
�������　大船渡地方振興
　局保健福祉環境部　�27―9913

　�法律扶助協会では次のとおり
事務所開放無料相談を開催します。
����　平成17年１月24日（月）
　　　　　13:00～16:00
����　県内の登録弁護士法律
事務所・登録司法書士事務所
�����　１月17日（月）から21
日（金）まで10:00～16:00に次の番
号にお電話ください
�019―623―5005・019―623―5172

��������	
� � � � �

���������
� � � � � � �

���������
��������	

� � � � � � � �
��������	

��������	
契　約　業　者契　約　額工事名など（　）内は工事場所など

㈱ヤマカ1,575,000町道二度成木船作線局部改良工事

㈱紺野建設13,440,000町営住宅大崎団地特公賃新築工事

��������	
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（１５）平成16年12月24日　広報すみた
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������ 　（　）内は前月比
平成16年11月末日現在

����������������

　男　　3,371�人（－７）
　女　　3,667�人（－14）
���������������

�保 ＝保健福祉センター　�農 ＝農林会館　�上 ＝上有住地区公民館
�基 ＝下有住基幹集落センター　�ス ＝下有住生涯スポーツセンター
�木 ＝木工館

��������	
���
�������

�
（先勝）

●元旦

�
（友引） （先負）

�
（仏滅）

�

●出稼ぎ者検診
7:00～　�保 

●新年交賀会
　　　11:00～

（大安）

�

●上有住ふれあい
交流クッキング①

10:00～　�上 

（赤口）

�

●下有住ふれあい
交流クッキング①

10:00～　�基 
●竹細工教室
　　　9:30～　�木 

�
（先勝）

●世田米ふれあい
交流クッキング②

10:00～　�保 

�
（友引）

●第５回町地区対
抗綱引大会

19:00～　�ス 

�
（先負）

●町消防団出初式
●県南中学校駅伝
大会

��
（友引）

●上有住ふれあい
交流クッキング②

10:00～　�上 
●有保・世保祖父
母とのふれあいみ
ずき団子づくり

●住高３学期始業式
●下有住ふれあい
交流クッキング②

10:00～　�基 

��
（先負）

●世中３学期始業式
●離乳食教室

9:30～　�保 
●デイケア自主活
動日　13:00～ �保 

��
（仏滅）

��
（大安）

��
（赤口）

��
（大安）

��
（仏滅）

●下小３学期始業式
●リハビリ教室⑩

10:00～　�保 
●竹細工教室
　　　9:30～　�木 

��
（先負）

●上小３学期始業式

��
（赤口）

●第16回町づく
り推進大会　�農 

��
（先勝）

��
（友引）

●水注ぎ（ミズシギ）

（先負）

��

●全血献血
（住田町役場・�ア
リス・県立住田病
院）　9:30～

●成人の日

（赤口）

��
（先勝）

��

（友引）

��

●世小３学期始業式

（先勝）

��

●有中３学期始業式

（赤口）

��

●デイケア⑨
10:00～　�保 

（大安）

��
（仏滅）

��

○年末のごみ収集は������まで行います。
○クリーンセンターへの持ち込みは������
����まで受け付けます。この日の午後か
　ら�������までは受け入れませんので
　ご注意願います。
○�������������までの間は収集は
　休みになりますが、一部地域に限り右記の
　とおり収集を行います。

����������	
�� �������毎週�曜日が収集日の地域は、
　１月５日（水）は通常どおりの収集
��������毎月第１�曜日が収集日の地
　域は、�������に臨時収集
　毎月第１�曜日・第１�曜日が収集日の地
　域は�������������にそれぞれ通
　常どおりの収集

（先勝）

��

��
（友引）

●町長杯バレーボー
ルリーグ決勝大会�ス 

��
（先負）

�������　町民生活課住民環境係
�46―2113（直通）



広報すみた　平成16年12月24日（１６）
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。

□発　行　住　田　町
□〒029-2396
　岩手県気仙郡住田町世田米字川向96番地１
　�0192-46-2111㈹　FAX0192-46-3515
□ URL http://www.town.sumita.iwate.jp/
□ E-Mail sumita@town.sumita.iwate.jp

◇このコーナーでは、町内のかわいい１歳児

　をご紹介します

（　）内は保護者名：地区名

町で見かけた、住田の美しい風景
や風物詩などを毎月ご紹介します。
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田
の
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晴
ら
し

い
景
色
の
最
高
の
瞬
間
を
切
り
取
れ
る
よ
う
、
頑

張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
写
真
に
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
自
信
作
が
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11月届出分（敬称略）

世帯主年齢氏　　　名住　所

菊　雄73�������上 日 向

豊85�������大 崎

徹　郎82�������川 向

本　人57�������下 大 股

久89�������上有住中井

昌　則70�������恵　　蘇

秀　男87������長 者 洞

93

93

��������	


�������　兼好法師の著書『徒然草』に「冬は、つとめ
て（早朝）」とありますが「夕暮れ」だって捨てたもんじゃな
い。あかね色に染まる空、その光を映す川の流れ。その色に、な
ぜかぬくもりを感じてしまう。家路を急ぐこの季節、あなた
もたまには立ち止まり、眺めてみてはいかがでしょう。

��������
氏　　　名住　所

�������������向 川 口
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『
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
』

��������������
しおり

（行広さん・香里さん：竹ノ原）
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�
�
�
�
�

『
み
ん
な
と
仲
良
く
ね
』

��������������
ゆいな

（聡さん・一美さん：火の土）
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�

『
ず
っ
と
仲
良
く
し
よ
う
ね
！
』

��������������
じゅな

（勇さん・千鶴子さん：火石）

�������　　１件（13件）
�������　　７件（91件）
�������　　０人（５人）

�����������	
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平成16年度町交通安全スローガン小学生低学年優秀作品
世田米小学校　１年　大橋　優里奈

������ 1 1月末日現在
（　）内は年累計


